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序

阿波国府は,奈良時代の中央集権化の中で,地方行政官庁として造営され

たものです。

阿波国府は,徳島市国府町府中の大御和神社を中心に展開したといわれま

すが,長い歴史の経過の中で幾多の変遷を繰り返 し,威容を誇ったと思われ

る奈良 。平安時代の府域や政庁の建物は地下深 く眠ってしまったようです。

昭和57年度より6ケ年計画の予定で,国庫補助を受けで,県下でも最大級

の重要遺跡である阿波国府跡の府域及び政庁の規模・構造などの確認調査を

実施しております。

本遺跡の調査によって,該期の歴史的環境の復元あるいは文化と技術の伝

播状態を把握する上において貴重な資料が提供されるものと思われます。

最後に,調査にあたりまして, ご指導・ご助言をいただきました水野正好

0田 中 琢両先生をはじめ,地元の研究者の方々とともに,地元及び地権者

の方々の真摯なご助力に対して深 く感謝いたします。

昭和62年 3月 31日

徳島市教育委員会

教育長 久 木 吉 春
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1 本書は,国庫補助を受けて,徳島市国府町観音寺字こうげ535の周辺を    1

中心に実施 した「阿波国府跡」の重要遺跡確認調査 (第 5次調査)の概要

報告である。

2 発掘調査は,徳島市教育委員会が主体となり,「阿波国府跡発掘調査団」

を編成して,昭和62年 3月 2日 から3月末日まで実施 し,事務処理につい

ては徳島市教育委員会社会教育課が担当した。

3 検出遺構の実測図については,調査員・調査補助員が分担した。遺物整

理については,調査員・調査補助員の協力を得て実施 し,遺構・遺物の写

真・実測及び製図については,一山 典 が担当した。

4 本書の執筆・編集は,一山 典 が担当した。
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第 1章 位置 と歴史 的環境

吉野川の支流である鮎喰川によって形成された沖積平野の末端付近に位置する徳島市国府町 (左

岸)と 名東町を中心とする一帯 (右岸)は ,縄文時代～古墳時代の遺跡から奈良・平安時代の寺院

跡・瓦窯跡などの多数の遺跡が存在し,阿波の原始・古代の中心地であった。

代表的なものを列挙すれば,鮎喰川左岸の矢野遺跡,南内遺跡,奥谷 1・ 2号墳,宮谷古墳,矢

野古墳,阿波国分寺跡,阿波国分尼寺跡,(名 西郡石井町)な ど,鮎喰川右岸の名東遺跡,鮎喰遺跡 ,

庄遺跡,南庄遺跡,節句山 1・ 2号墳,八人塚古墳,穴不動古墳などの集落跡,銅鐸・銅剣出土地 ,

古墳群,寺院跡などの重要な遺跡が存在し,一部に条里の残存も認められる。

これらの遺跡の一つと,鮎喰川左岸の徳島市国府町府中字田渕の大御和神社周辺の沖積低地上に,

「阿波国府跡」が展開したといわれるが, さらに西方に位置していた可能性を有していた。

阿波国府の歴史的背景を考える上からも,鮎喰川左岸を中心とした沖積平野及び周辺丘陵の主要

遺跡の概要について概略的にみておきたい。

縄文時代には,鮎喰川右岸の南佐古浄水場遺跡 (三谷遺跡)か ら縄文時代後期の土器片,庄町 1

丁目の庄遺跡一日赤血液センター地区,南蔵本町 3丁 目の庄遺跡一南佐古・鮎喰線地区―,南庄町
●丁目の南庄遺跡―南庄 。南佐古線地区,名東町 1丁目の名東遺跡などから縄文時代晩期の土器片

が検出されている程度であり,鮎喰川左岸においては,現状では該時代の明瞭な遺構 。遺物は発見

されていない。

弥生時代には,こ の沖積平野にも遺跡が展開し,国府町の矢野遺跡 (中 。後期中心),名 東町の

名東遺跡 (前期～後期),南庄町の南庄遺跡 (前期～後期),庄町の庄遺跡 (前期～後期),鮎喰町の

鮎喰 (鮎喰南)遺跡 (前期～後期)な どの大集落が形成される。

弥生時代中期以降の重要な遺跡として,農耕祭祀との関連が強いといわれる銅鐸・銅剣出土地が

あり,該地域周辺では国府町の源田遺跡があげられる。

古墳時代には,鮎喰川下流域の平野部の遺跡は,前述の矢野遺跡 。名東遺跡 。阿波国分寺跡の下

層の南内遺跡などから該時代の遺構 。遺物が検出されている程度であり,鮎喰遺跡からは古墳時代

前期の竪穴住居跡なども検出されているが集落跡については今後の調査の進展が侯たれる。

一方,古墳については,平野部に続く丘陵一帯に多数築造されているが,沖積平野上に立地する

古墳は現状では皆無となっている。

鮎喰川左岸では,国府町西矢野に奥谷 1。 2号墳,宮谷古墳などの前方後円墳 。前方後方墳が気

延山古墳群の一角に築造されている。

鮎喰川下流域における丘陵には多数の後期古墳が存在するが,発掘調査等がなされ,そ の規模・

構造 。内容 。様相・性格等が半J明 しているのは数例であり,い ずれも内部主体は横穴式石室である。

鮎喰川下流域の周辺丘陵で確認されている後期古墳は気延山東麓と眉山北西麓を中心に展開し,

それぞれ,気延山古墳群,名東山古墳群と呼称されている。前者では県指定史跡の矢野古墳,後者

では穴不動古墳が代表的なものである。

矢野古墳は気延山東麓の丘陵端付近に位置し,平野部との比高差は約10mと なっている。直径約

15mの 円墳で,内部主体は左 。右ともに約30cmの袖を有する横穴式石室であり,南側に開口部を設
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第 1図 阿波国府跡と周辺の遺跡
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けている。玄室長3.3m,玄室幅2.4m,玄室高2.5m,玄門長0.3m,玄門幅1.9m,玄 F]高 1.9m,

羨道長3.9mを測り, 6世糸己末～ 7世紀初頭の年代が比定されている。
(1)

歴史時代に入ると,鮎喰り|1下流域の左岸一帯を中心に,阿波国分寺跡,阿波国分尼寺跡,阿波国府

跡などが展開する。

阿波国分寺跡は大御和神社の南南西約1.5kmの四国霊場第15番札所の現国分寺を中心に展開した

といわれ,海抜1l m前後に立地している。昭和53年度からの3次にわたる発掘調査等により,寺域

の東 。西・南 。北限の一部確認,中心伽藍の一部などが検出されている。出土遺物としては,土師

器・須恵器・黒色土器・瓦質土器 。陶磁器片などとともに土,馬などがあげられる。瓦博類としては

軒丸瓦・軒平瓦・鬼瓦・焚斗瓦・隅切瓦 。丸瓦・平瓦・博・壁博などが発見されてい傷

阿波国分尼寺跡は大御和神社の西方約1.2kmに位置し,海抜10m前後に立地している。昭和45・ 46

年度の発掘調査により,金堂・北門・築地・溝等の遺構が検出されている。寺域は158m天平尺 1町

半)四方で,伽藍中軸線は真北から西へ約11度ふれ,条里地割とほぼ一致していることが確認され

ている。金堂跡は東西 (桁行)約28m,南北 (梁行)約18mで長さ約3m,幅約50cmの凝灰岩の敷

石や地覆石の地盤などが検出されている。出土遺物としては,土師器・須恵器・黒色土器・瓦器・

瓦質土器・緑釉陶器 。青磁 。自磁等の土製品類とともに,少量の鉄製品等の金属製品類,軒丸瓦・

軒平瓦・鬼瓦・丸瓦 。平瓦・博等の瓦埓類などが検出されている。
(3)

阿波国分跡は海抜 7m前後の沖積低地上に立地する「大御和神社」を中心に展開したといわれ,

従来より歴史地理学的研究を中心に成果が発表され,府域の規模・位置推定などがなされている。

明治41年発刊の『徳島縣名勝案内』に「國司廃址」として紹介されたのをはじめ,阿波国府跡の位
(4)

置推定等が中井伊与太・小川国太郎・秋山 泰・藤岡謙二郎 。三好昭一郎・美`馬弥蔵氏等に|よ り発

表されている。福井好行氏は阿波国府跡推定地と周辺部の条里の研究及び地名からの研究,本下 良
(6)

氏は国府と条里に関する米倉説の再検討による阿波国府跡ほかの位置推定等の研究,米倉二郎氏は
(7)

国府の等級の昇格により国府の規模も変容したという研究成果を発表された。これらの研究成果等
(8)          ′

をふまえ,阿波国府跡の重要性が指摘され,昭和57年度より重要遺跡確認調査が実施されている。

検出遺構としては,掘立柱建物・柱列・溝 。土ナ広 (土鉱墓)。 井戸・石組遺構などが存在する。出土

遺物としては,土師器・須恵器・瓦器 。陶磁器・土錘・陶硯・lll鍋等の土製品類,石鍋・石硯 。砥

石等の石製品類,鉄製品 。古銭等の金属製品類,丸瓦・平瓦等の瓦博類などがあげられる。
(9)

以上のほかにも,観音寺跡。西蓮寺跡・常楽寺跡などの寺院跡とともに,瓦谷瓦窯跡・常楽寺瓦

窯跡 。国分寺瓦窯跡 (平窯跡)な どの瓦窯跡の存在も知られている。

また,鮎喰川右岸の名東町 3丁 目に所在する大浦遺跡からは,密教法具等の独鈷杵・三鈷杵・錫

杖等の土製鋳型が検出されており,全国的にも注目されている。
(101

註

(1)天羽利夫「終末期の古墳二基一穴不動古墳・矢野の横穴式古墳一」『徳島県博物館報』No14

1972。 3
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第 2章 調査 に至 る経 過

阿波国府跡については,前述のごとく,従来より多くの研究成果が発表されているが,主 として

歴史地理学分野での位置及び規模等の推定を中心としており,徳島市国府町府中字田渕に所在する

大御和神社を中心に展開したといわれている。

これらの研究成果と昭和56年度の国府中学校建替工事に伴う事前の緊急調査及び分布調査の成果

等より,「阿波国府跡」の重要性が再認識され,昭和57年度より6ケ年計画の予定で「重要遺跡確認

調査」として,国庫補助を受けて実施している。

第 1次調査 (昭和57年度)では,大御和神社境内 (A地区)を 4地区に分け,AⅡ oAⅣ地区を

中心に約300ポ を調査対象面積とした。検出遺構としては,堀立柱建物 2棟 。溝 4条・柱列 2・ 上 lFA

14・ 井戸 1・ 石組遺構 1な どがあり,出土遺物としては,土製品類一土師器・須恵器・瓦器・陶磁

器・土錘 。陶硯など,石製品類一石鍋 。石硯など,金属製品類一鉄製品・寛永通費など,瓦博類一

九瓦 。平瓦などがあり,平安時代後期以降に比定されるものが大部分である。

第2次調査 (昭和58年度)では,大御和神社の東側 (BIoBⅡ 地区)と 北西側 (CI地区)の
約300ポ を調査対象とした。検出遺構としては,掘立柱建物 1棟・溝 3条・柱列 1・ 土鉱 (土鉱墓含

む)4な どがあり,出土遺物としては,土製品類一土師器・須恵器・陶磁器・土錘など,石製品類

一石鍋 。砥石など,金属製品類―鉄小刀・古銭など,瓦博類―丸瓦 。平瓦などがあり,平安時代後

期以降に比定されるものが大部分である。

第3次調査 (昭和59年度)では,大御和神社の西方約180mの地点のD地区において,約500rを

調査対象とした。検出遺構としては,溝 6条・土lFA墓 1・ 土鉱3と ともに大小のビットがあり,出

土遺物としては,土製品類一土師器・須恵器・黒色土器・瓦器・磁器・土錘・輔羽口など,金属製

品類一鉄斧 。鉄刀子・古銭など,瓦博類一九瓦 。平瓦などがあり,奈良時代前期～中世に比定される。

第4次調査 (昭和60年度)では,大御和神社の北方約200mの地点 (E地区),南西約300mの地点

(F地区)の約500ポ を調査した。検出遺構としては,土鉱・水田遺構及び大小のピットがあげられ

る。出土遺物としては,土製品類・石製品類・金属製品類とともに瓦博類などがあげられる。土製

品類としては,土師器・須恵器・瓦器・陶器 。磁器・土錘などが存在し,陶磁器以外は器種 。出土

点数は極少である。石製品数としては,石臼が出土している程度である。金属製品類としては,鉄

釘 。楔などの鉄製品と古銭などが検出されている程度である。瓦埓類としては,平瓦の破片が若干

数検出されている。

本年度 (昭和61年度)の調査は,昨年度の調査に関連して,大御和神社の西方約800m前後の地

点で調査を実施することになりました。調査に先立ち,「阿波国府跡発掘調査団」を編成して,昭和

62年 3月 2日 ～3月末日まで調査を実施した。

阿 波 国 府 跡 調 査 団 構 成 メ ン バ ー

(徳島県文化財保護審議会会長)

(徳島市文化財保議審議会委員長)

一
一
平

舜

良
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中

沖

田

間顧
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(徳島県文化財保護審議会委員)

(徳島市文化財保護審議会委員)

(徳島市文化財保護審議会委員)

(徳島市文化財保護審議会委員)

(徳島県教育委員会文化課長)

(奈良大学文学部教授)

(奈良国立文化財埋蔵文化財センター長)

(徳島市教育委員会教育長)

(徳島市教育委員会社会教育課長)

。小 林 勝 美 。中 田  正 。松 永 住 美
(徳島市教育委員会社会教育課主事)

(大阪学院大学OB)

(奈良大学OB)
。岩 佐 忠 典 ・

・ 幸 田 雅 明 ・

茂 美  (徳島市教育委員会社会教育課主査兼文化振興係長)
衛  (徳島市教育委員会社会教育課主幹兼指導係長)

千代美  (徳島市教育委員会社会教育課主事 )

明 子  (徳島市教育委員会社会教育課課員)

(順不同・敬称略 )

調査にあたりましては,奈良大学の水野正好先生,奈良国立文化財研究所の田中 琢先生をはじ
め地元の研究者の方々にも種々の御指導・御助言をいただきました。記して感謝の意を

′
表する次第

です。また,土地所有者の坪井一仁氏にはプレハブ仮設用地の提供をいただきました。なお,い ち

いち御芳名をあげられませんでしたが,多 くの方々の御援助・御協力をいただきました。併せて感

謝の意を表する次第です。
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第 2図 阿波国府跡調査地点周辺地形図
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第 3章 調査成果の概要

本年度の調査 (第 5次調査)は ,昨年度の調査成果等をふまえて,大御和神社の南西約800mの

G地区と西方約800mの HI地区で実施した。調査対象面積はG地区は375r,HI地区は125ポである。
G地区はこうげの地名を有する2町四方の範囲を四等分し,そ れぞれGI・ GⅡ ・GⅢ oGⅣ地

区と呼称し, さらにこ4を四等分し,GⅢ -1・ 2・ 3・ 4区 と呼称した。GⅢ -1地区は西より
A～ Q,南より1～ 18と し,GⅢ -2地区は東よりA～ Q,南より1～ 18と し,GⅢ -3地区は西
よりA～ Q,Jヒより1～ 18と し,GⅢ -4地区は東よりA～ Q,ゴヒより1～ 18と し,そ れぞれAl,
A2グリッド (3m× 3m)と 口乎称した。
HI地区は東よりA～ D,南 より1～ 8と し,そ れぞれB2・ B3グ リッド (5m× 5m)と 呼
称した。

I検 出 遺 構

今回の調査により検出された遺構は,掘立柱建物 1棟・溝12条・土鉱 5な どとともに大小のビッ

トがあげられる。                   ・

G I-4地 区

GI-4地区は,GⅢ-2地区の調査に関連して,一部を払張調査(E18グ リッド)したのみである。
GⅢ -2地区のE18グ リッドから続く土i広の北半部とビットが検出されている程度である。

G Ⅲ - 2 地 区

溝 6条 と土ナ広2な どとともに大小のビットが検出され,一部は建物の一部を構成していた可能性

を有する。

溝

SD-14は ,調査区の西端南側のDll・ D12グ リッドにかけて検出された東西溝である。幅約70

cm前後,深 さ約30cmで約 3m分 が検出され,東 。西側にさらに延びる可能性を有している。土師器

などが出土している。

SD-15は ,調査区の中央部北東よりのB14～ E14グ リッドにかけて検出された東西溝である。

幅約70cm前後,深 さ約15cmで約6m分 が検出され, SD-16に よって削平されている。土師器片な

どが出土している。

SD-16は , SD-15と 交差する東西溝であり,幅約50cm,深 さ10～ 20cmを測る。若干の土師器

片などが出土している。

SD-17は , SD-15と 並行して走る東西溝であり,幅約50cm,深 さ約10cmを測る。

-8-



鉱土

SK-25は ,GⅢ -2地区の北端やや東よりのE18グ リッドとG正 -1地区のE18グ リッドにか

けて検出された不整楕円形プランを呈する土鉱であり,若干の土師器片が出土している。

SK-26は ,調査区の東端中央部やや北よりのABグリッドに検出された楕円形状プランを呈す

る土鉱で東半部のみが検出され,土師器片などが出土している。

その他には, SD-14の 北側のD-12～ 18グ リッドにかけては,土師器・須恵器・丸瓦・平瓦片

が多量に出土した遺物包含層が認められ,諸般の事情により深く掘り下げることができなかったの

で詳細は不明であるが,遺構の存在が考えられ,今後の調査成果が侯たれる。

第 3図  GI-4。 GⅢ -2地区グリッド配置図

-9-
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G Ⅲ -4地 区

掘立柱建物 1棟・溝 6条・土鉱 3な どとともに大小のビットが検出されている。

掘立柱建物

SB-04は ,調査区の中央部北よりのH4・ 14グ リッドにかけて検出され,大部分が南側の未
調査区に続くものと思われ,詳細は不明である。柱穴は直径20～ 30cm,深 さ約20～ 30c,で,底 に礎

石状の石を有するものとともに,根固め石と思われるものも認められる。

溝

SD-18は ,H4グ リッドに検出された南北溝である。幅約40cm,深 さ約30cmを測り,土師器・
須恵器片などが出土しているも

SD-19は ,E40F4。 F5グ リッドにかけて検出された南北溝である。幅約80cm,深 さ約40
cmを測り,土師器・須恵器片などとともに平面片も出土している。       .
SD-20は ,調査区の南端中央部の」17-18グ リッドにかけて検出された東西溝であり,幅約80
cm深 さ約35cm前後を測り,土師器片などが出土している。             .

SK-27は ,不整形 プランを呈する土鉱であり,最大長約3.3m,最大幅約1.4m,深 さ5～ 30cm

を測る。土師器 。須恵器片が出土 している。

SK-28は ,不整長楕円形プランを呈する土鉱であり, SD-19に より東端部を削平されている。
現存長約2.3m,幅約60cm,深 さ約10Cmを 測り,土師器片が出土している。

第 5図  GⅢ -4地区グリッド配置図

鉱土

-11-



第 6図 GⅢ-4地 区 検出遺構配置図
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H I地 区

本地区からは,明瞭な遺構の検出はなかったが,表土下約60cm以下に遺物包合層が認められ,土

師器・須恵器片とともに,丸瓦 。平瓦片が出土している。

第 7図  HI地区グリッド配置図

第 8図  HI地 区検出遺構酉己置図
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I出 土 遺 物

今回の発掘調査により検出された出土遺物としては,土製品類・石製品類 。瓦専類とともに若干
の金属製品類 (鉄塊)な どがあげられる。                        .

(1)土 製 品 類

土製品類としては,土師器・須恵器・黒色土器・瓦器・磁器・土錘などとともに若干の陶器小破
片が存在する。

土  師  器

土師器はGⅢ -2・ 4地区を中心に調査区全体より検出されており,出土遺物の整理が完了して
いないので詳細は不明であるが,供膳形態の不 。皿の二器種を中心に若干の高郊・婉などとともに,
煮沸形態 。調理形態の甕などが若干数認められる。

杯については,丸底のもの (A類)と 平底のもの (B類)と 高台を貼 り付けるもの (C類)と に
大別される。

皿については,平底で高台が付かないもの (A類);高台を貼 り付けるもの (B類)と に大別さ
れる。

境については,出土点数は極少で大部が小破片であるが,丸底のもの (A類)と 高台を貼 り付け
るもの (B類)と に大別されるものと思われる。

須  恵  器

須恵器も量的には少ないが,調査区全体から検出されている。器種としては,ネ・婉・蓋郊 。壺
・甕などが存在する。

杯には,丸底と思われるもの (A類)と 平底のもの (B類 )と が存在する。
壺には,短頚壺と長頚壺とが存在する。

黒 色 土 器

出土点数は少ないが,高台を貼り付けた範と思われるものの底部が1点のみ検出されている。
瓦     器

大部分が小破片であり,全体の形状 を復元するのは困難なものが多いが,若干数の婉 (高台付含
む)と 思われるものの底部が検出されている。

陶  磁  器

国産の陶磁器と中国産と思われる青磁小破片が検出されている程度である。

土     錘
10`点のみの出土であり,い ずれも管状土錘である。大・中 。小の三つに大別される。

-14-―
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第 9図  出土土師器・須恵器 。陶磁器・土錘実測図
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(2)石 製 品 類

石製品類としては,砥石 1点のみの出土である。

砥   石

GⅢ -4地 区のG16グ リッドの第 2層 から検出されたもので,最大厚約3.6cmを測 り,表裏及び

両側面などに研磨痕が認められる。

(3)瓦 導 類

瓦博類としては,重郭文軒平瓦と丸瓦・平瓦の小破片が若千数検出されている。

軒 平 瓦

重郭文軒平瓦は,GⅢ -2地 区のD14グ リッドのピットより 1点のみ検出されたもので,瓦当部
約 3分の 1の破片であり,現存長約19cmを測 り,瓦当面の厚さ5。 7cmで蹄顎式となっている。凸面

は縦方向のヘラ削りの調整がなされ,一部に縄叩目文と思われるものが残っている。凹面は瓦当面
より約 3 cmは縦方向,約 1lcmは横方向のヘラ削りが施 され,そ の他は粗雑な布目痕を有している。

凸面が無文のもの (A類)と 縄叩目文を配したもの (B類)が存在する。前者は凹面の布目痕は

比較的細かく,後者はやや荒くなっている。小破片が大部分で数点のみの出土である。

小破片が大部分で,全体の形状 を知るものは検出されていないが,い ずれも,凸面に縄叩目文を

配 し,凹面には布目痕を有している。縄叩目文には精・粗があり,そ れと同様に布目痕にも精・粗

が存在する。

瓦

瓦

丸

平

(
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第 4章 小

今回の調査目的は,阿波国府跡の政庁に関する遺構の検出であり,従来より西政方跡と推定され

ている大御和神社周辺部の調査成果をふまえて,大御和神社の西方約800m前後の地点で調査を実

施した。ここでは,今回の発掘調査の成果等に関連した問題点をあ.げて,小結としたい。なお,国

府 。国衝 。政庁等の概念については,山中敏史氏の指摘に従っておきたい。
(1)

① 検出遺構及び出土遺物に関する諸問題
検出遺構としては,前述のごとく,掘立柱建物・溝・土鉱などとともに大小のビットがあげられる。

掘立柱建物については,部分的な検出のため,阿波国府跡に関連する遺構とは特定できなかった。

出土遺物からして,平安時代後期以降に比定されるものと思われる。

溝については,建物に付随する可能性を有するSD-15。 SD-18な ども存在し,い ずれも平安時

代後期以降に比定されるものと思われる。

土鉱については,土師器の不・皿などが検出されたSK-27・ SK-28な どが存在し,いずれも

平安時代後期以降に比定されるものと思われる。

なお,GⅢ -4地区の 14グ リッドから検出された大形ピットからは,土師器・須恵器片が出土
しており,平安時代前期に比定される。

出土遺物としては,前述のごとく,土製品類一土師器・須恵器・黒色土器・瓦器・陶器・磁器・

土錘など,石製品類一砥石,金属製品類一鉄塊,瓦埓類一重郭文軒平瓦・丸瓦 。平瓦などがあげら

れる。土師器の17N・ 皿以外は破片が大部分である。

土師器については,郊 Aを中心に,若干数の不 B・ 皿A・ 皿 B。 高郊・甕などが存在する。大部

分が平安時代後期以降に比定される。
(2)

須恵器については,郊 A・ 郊 B・ 婉Aな どの器種を中心に,若干数の壺・甕・蓋ネの破片が存在

する。年代的には,大部分が陶邑編のⅣ・ V型式に属 し,年代的には平安時代後期以降に比定され

るものと思われる。

黒色土器については小破片のため詳細は不明であるが,年代的には平安時代後期に比定されるも

のと思われる。
(4)

瓦器については,自石編年のⅢ-1型 式の時期 (13世紀前葉～中葉)に比定される婉が検出され

ている程度である。
(5)

陶磁器については,国産の陶磁器類の小破片が若干数検出されている程度であり,年代的には室

町時代以降に比定される。
(6)

軒平瓦は,平城宮跡6574A型式の系統に属する重郭文軒平瓦であり,周辺部の阿波国分寺跡 。阿

波国分尼寺跡出土の重郭文軒平瓦との比較検討が必要不可欠である。

丸瓦・平瓦については,前述したごとく小破片が大部分であり,詳細は不明である。平瓦につい

ては,凸面の縄叩目文の精 0粗により若干の時期差が存在するものと思われる。年代的には,奈

良～F安時代の所産と思われる。

結

-18-



② 位置及び府域に関する諸問題
阿波国府跡については,従来の歴史地理学的研究の成果より,大御和神社が西政庁跡,道路をは

さんで東側の千輻寺 (大坊)が東政庁跡と考えられてきた。また,前述したごとく,米倉二郎氏に

よれば,初期の阿波国府の政庁―条里地割に一致する一が大御和神社境内を中心とし,後期の阿波

国府の政庁一正方位地割に一致する一が国鉄徳島本線府中駅の西方約200m(大御和神社の北方約

250m)の地点とされ,初期 (中国の時代)は六町四方,後期 (上国の時代)は八町四方になった
ことが指摘されている。

(7)

大御和神社周辺部の調査においては,阿波国府跡に関連すると思われる遺構には明確に奈良時代

まで遡るものは存在しなかった。面積的に非常に狭い範囲の調査であるため再検討の余地を有して

いるが,第 1～ 4次調査及び今回の調査とともに周辺部の緊急調査・分布調査等の成果を考慮して

みると,あ る時期の阿波国府の政庁が大御和神社よりさらに西方に位置していた可能性も有し,今

後の研究課題である。

今回の調査により検出された遺構・遺物については,明確に阿波国府の政方などに関連するもの

と特定できなかったが,特に今回の調査地点は「こうげ (か うげ)」 の小字名を有し,従来の分布調

査においても奈良～平安時代の土師器・須恵器片が周辺部からも多量に採集されるとともに,均整

唐草文軒平瓦片等も検出されている。これらの点を考慮すると,該地域に阿波国府の国衛等がある

時期に営造されていた可能性も有しており,今後の調査成果が侯たれる。・
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